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ハウフ゜トマンの戯曲『織エ』についての覚書
渡 辺 格
?
30オの GerhartHauptmannはEulengebirgeの山麓Langenbielau
に宿をとっていた. 1891年の早春3月はじめ，まだ積雪は深い. 1888年
Zurichの兄 Carlのもとで 3ヶ月をすごした時， Schlesienの織工の生
活状態を実地踏査しようと決心したのだった．道案内には Proletarier
aus dem Eulengebirgeの編集人MaxBaginskiを煩わすよう頼んであっ
た．
Baginskiは晩になって打合せのために宿へ来た．宿屋の亭主は織工の
困窮状態を調査に来た役人ときめてかかっていたが， Baginskiは『日の
出前』 VorSonnenaufgang (1889)以来の文名を聞いていた．黒服をきちん
と着た詩人を見て，控目で沈黙がちの静かな夢想家タイプの人柄なので，
Holderlinのような印象を得たという．
Langenbielauでは織物工場はよく整頓されていたが，悲惨なのは家で
手織りの Hausweberの生活であった．雪に埋もれた小屋は僅かに屋根が
見えるだけ，吠える犬の姿もなく，雀すら飛んでいない. Peterswaldau 
の背後の村は Steinseiferdorf,雪野原には薄い煙が立ちのぽるのも稀で，
屋根の煙出し穴のそばから雪を踏みかためつつ降りてゆくと， 50オくらい
の夫婦の眼が炎症のために赤い．汚い壁からは水滴がたれ，木箱を寝床に
用い，ボロが蒲団の代用である．パンも馬鈴薯もなく，割木も石炭もない
と言う．
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馬車を進めて行くと村の居酒屋があったが，お客が皆目ないと言って亭
主は不景気な顔をしている．隣の Kaschbachはもっと悲惨だと亭主は言
ったが，今日はこの位にして宿に戻って来た.Kuhnが晩の集りに織工た
ちを呼んでくれたので， Hauptmannは人々に夕食を振舞うことになっ
た.Mathiasという織工は骨と皮に痩せているが， 貧乏で子沢山，豚肉
なら 3ポンドは一度に食って見せると言うので，近所の女たちが調理する
ことになった．証人2人に左右から挟まれて Mathiasが食べ出すと，近
所の子供が5人まわりを取りまいて灸肉を見つめている． それを見ると
Mathiasはついフォークを子供たちに差出さないで居られなくなる． そ
のたびに証人から注意を受けた．最後の肉の一片を食べ終ったときには，
Mathiasは人間の最も単純な欲望に対して重罪を犯したように思った。
食卓では1844年の一揆の話に花が咲き，この催しは成功だった．翌日は
Kaschbachへ行ったが，そこは噂にたがわず惨憎たるものだった．腫れ
た腕を維帯で釣った織エが部屋の一隅へ Hauptmannを導いた．藁とボ
ロの寝床に女房は病気でねている．その傍に小児がねていたが，皮膚は病
変し，裸のからだにはシャツー枚かけてある．父親はおろおろして立って
いた．食物が何一つないので途方にくれているのだった．また一軒では泣
き叫ぶ子供らが飢えていた．臨月の妻は泣く子をどうしてやることも出来
ず途方に暮れていた．父親は乞食に出歩いているのだった．昨日は馬鈴薯
が数個あったのだが，今日は何もない．
或る朝 Baginskiは詩人を Reichenbachへ案内して年よりの織工を紹
介した．この老人は Bismarckの庇護による織物組合に属していたが，
政府の補助金が不十分なので，工場主たちの結托に負け，組合が納めた製
品はLeipzigの市場から送り返されて来た話を説明してくれた．また老人
は Lassalleの煽動について語り，変革の日が近いことを熱っぽく語るの
だった．この家で詩人は13オの娘に出会ったが，この金髪の優しい少女の
面影が Hanneleの姿に描き出されたものと Baginskiは推察している．
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Hauptmannはこの Schlesienの旅を終えて，伯林郊外の Erknerへ
帰って来た． 自然の景色の差が深い印象を詩人に与えたものヽ如くであ
る．『織エ』 DeWaberの最初の筆はその新しい印象の下に書きおろされ
た.Eulengebirgeでは住民は森の多い山々に包まれている．山を上り，
山を下る．花概岩の谷が開け，水が音たてて流れる．河床のところどころ
に Teufeと山国の人々が呼ぶ淵がある.Schwarze Wogという名もあ
り，水の精が住んでいる．木樵たちは底知れぬ深さだと言った． 「キリス
ト教前の Sagaが私を追って来て，私は深い Magieに包まれた」と詩人
は述べている．
Hauptmannは谷間に半ば壊れた小屋を見つける．織機のリズミカル
な音は女神 Kirkeを思い出させるのだが， そこに詩人が見たものは窮乏
であった.Kachelofenの部屋で眠り，煮焚きをし，働く人々は裸足だっ
た．靴が買えないのだった。 10オに満たぬ娘は半裸で， Wotanのように
髭もぢやの親父も着るものがなかった．詩人には何千年の昔ゲルマン民族
の Zimbernの一家のように思われるのだった．冬の嵐が小屋の隙間から
吹きこんで来る．織工は歯をくい縛って朝から夜まで働く．彼は温和で，
妻子を愛し， Adventistである．彼は厩で礼拝する，救世主が厩で生れた
ペニヒ
からである．飢えても嗣錠と働き，一片のために手の皮をすりむく．彼は
哲人であるのか，悩みの中に悦惚と生き，叫ばず，ただ低く語るだけであ
る．自己も家族も運命の深淵にゆだねている，たとえそれが緩漫なる破滅
への道であうとも．
Hauptmannの調査旅行はLangenbielau,Kaschbach, Reichenbach 
の三ケ村に過ぎないが，戯曲『織エ』の舞台： Peterswaldau (第一幕），
Kaschbach (第二幕）， PeterswaldauのKeetscham(第三幕）， Peters-
waldauの私室（第四幕）， Langenbielau(第五幕） と対照して見れば，
調査が構想に寄興するところ多大であったと言える．しかし着想は蓬かに
根が深い．まづこの戯曲の冒頭に次のような言葉が載せてある：
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Meinem Vater 
Robert Hauptmann 
widme ich dieses Drama. 
W enn ich Dir, Heber Vater, dieses Drama zuschreibe, so 
geschieht es aus Gefiihlen heraus, die Du kennst und die 
an dieser Stelle zu zerlegen keine Nothigung besteht. 
Deine Erzahlung vom GroBvater, der in jungen Jahren ein 
armer Weber war, wie die Geschilderten hinter'm Webstuhl 
gesessen, ist der Keim meiner Dichtung geworden, die, oh 
sie nun Iebenskraftig oder morsch im Innern sein mag, 
doch das Beste ist, was ,ein armer Mann wie Hamlet ist" 
zu geben hat. 
Dein 
Gerhart 
この戯曲への最初の刺戟を与えたものは少年の日に聞いた父からの物語
であることが判る．曽祖父は Bohmenから Herischdorfbei Warm-
brunnへ移住，毎日12時間の織機に坐って餓えていた．もう100年も昔か
らSchlesienの織工は餓え， 1890年は凶作のあとで生活難が深刻だったの
で改めて弦に問題化したのだった. Friedrich大王の時代は織物は盛ん
で，国内のみならず，ョーロッパ各地へ輸出したものだったが，織工の最
初の一揆は1793年である．その時は Liebau,Landshutその他で糸商人
の扉や窓が破壊され， Schweidnitzから軍隊が出動して鎮圧された．亜
麻布の安値が織工を困窮に陥れたのであるるが，或る商人が，，Ihrkonnt 
Heu und Stroh fressen."と叫び，その隣人が附け加えて，，Jetztkommt 
das Griine, da konnt ihr Gras fressen."と言ったので，織工の怒を買
ぃ，これが一揆をよび起したのだった．首謀者は罰せられ，非キリスト教
的な安値で糸を買いとって織工を悲境に叩きこんだ商人たちも罪を問われ
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のであった．
弊害を除去するよう手段が講ぜられ，その後40年間Schlesienの織工地
区は平穏であった．困窮が甚しくな否と，国王は多額の救伽をして救った‘
のであったが，不況の根拠は根深く，到底これが抜本的対策は困難であっ
た．大陸封鎖， 南米における西班牙植民地の解放， PreuBenに対する露
西亜の国境封鎖，これに加わるに紡績機械の発明である．紡績の機械は英
国で1787年に始めて作られたが， 仏蘭西人 Jacquardが改良したものが
1830年に試みられ，これによって手織工の収入は激減したのである．この
ようにSchlesienの織物業は時代おくれになり，外国の近代産業と競争が
できなくなった．
かくて慢性の窮状が遂に危機を招いた．すでに1843年の終から Breslau
の新聞は織工の生活難を報告し， 1844年2月末には Schweidnitzに織エ
救済センターが出来，作家 GustavFreytagも織工援助協会をつくり，
Schleienの OberprasidentMerckelに会長を希望したが， Merckelは
これを拒絶したのであった. 3月24日内務大臣 GrafArnimが状況報告
を要求したのに対し， Merckelは7月7日に回答し， 織工の生活難の事
実なしと報告した.Freytagの依嘱で陪席判事 AlexanderSchneerが
一揆勃発寸前の50町村を視察して報告したのが， Uber die Noth der 
Leinenarbeiter in Schlesien und die Mittel ihr abzuhel/en, Berlin, Veit 
und Comp. 1844である. Schneerの調査は正確であり，啓発的であ
る.Hauptmannは戯曲を書くに当り， この報告から織工の用語をとり
入れ，織工の名前 Backer,Ansorge, Hornigも借用している．
Hauptmannが戯曲の種本として使用したと言われているのは Dr.
Alfred Zimmermannの Bluteund Ver/all des LGinengewerbes in 
Schtesienである． それによれば大抵の村で人々は哀れなままで捨ておか
れ， 「往来で遊ぶ子供もないのは，両親の仕事を手伝うからであった．犬
の吠える声はどの村でも必ず聞えるものだが， ここでは聞えて来なかっ
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た．犬にやる餌がなかった．忠実な番犬を恰好な栄養分として食べたのだ．
家々は半壊のままが珍らしくもなく膜々家には煙突がなく，煙は空気穴か
ら抜け出した．檻襖を着て教会へ行くのを人々は憚かるのだった．大抵の
家庭は肉なんか見たことがなかった．三大祝日に半ポンドの肉が卓上に出
る家もあった．農夫からバター乳か馬鈴薯の皮を貰うことがあったら，大
喜びしたものだった．近所で馬が二頭くたばったが，それで暫くは栄養に
ことかかぬと，喜びの涙で老農夫が物語った．」
PiittmannのDeutschesBurgerbuch van 1845の中にある KarlMarx 
の友人 WilhelmWolffのDasElend und der Aufruhr in Schlesienも
Hauptmannは参照したと見られている．それは前述の Zimmermann
の叙述にある，，Buttermilchoder Kartoffelschalen"が『織エ』の第二幕に
おいて Emmaの科白，，Wennock werd Feierobend sein, do nimmt 
Mutter de getreuchta Apernaschalen, die trat se zum Pauer, und 
da gibbt er derfire a schii Neegla Puttermilch fersch Jungla." 
「…休みの晩なぞ，母が乾した薯皮をもって百姓のうちへ行くとな，百姓
"', 
は枠にやりなとバター乳の残滓をたっぷりくれますだ」に採用されている
ように， Wolffから工場主 DreiBigerの名を採用しているのだが，工場
主の実名は Zwanzigerだったのである．
「生活難で仕事を求める者が押すな押すなと来るのを出来るだけ利用し
て，僅かの賃銀で多くの品物を手に入れたのは工場主であった．その中で
PetertwaldauのZwanziger兄弟は特に辣腕であった.140 Ellenの木綿
を織るには織エが9日を要するが，よその工場主なら 32Silbergroschen 
支払ってくれるのに， Zwanziger兄弟はたった 15Sibergroschenしか
払わない．綾織 160Ellenには丸8日の骨折仕事が必要だが，兄弟は 12
乃至12半 Silbergroschen支払うだけだった．そればかりか，兄弟はそれ
を 10Silbergroschenで働きますという織工なら，もう300人ほど雇い入
れる用意があると明言したのだった．」
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ここまで追いつめられて一揆が勃発したのは1844年6月のことであった．
戯曲『織エ』の第一幕の卜書には Esist ein schwiiler Tag gegen Ende 
Mai. とあるけれども.Peterswaldauの Zwanzigerの住居は徹底的に
破壊された. 2日にわたる乱暴狼籍に軍隊が出動し，死者11名，重傷者23
名，一揆はすぐ鎮圧され，織エ83名が逮捕され，主謀者たちは長期の禁錮
刑に処せられた．
『織エ』はこの事件を扱った戯曲であるが，始めは表題も，，DeWaber" 
としてSchlesien方言を用い，登場人物も身分や教育程度に応じて標準語
に方言を混ぜ，織エたちも出身地に従って幾分か異なる訛のりある方言を
使わしている．この方言版は伯林の S.Fischerから出ているが，私が所
蔵する本には，後に出版された筈の高独版 Die Weber. SchausPiel aus 
den vierziger ]ahren. Hochdeutsche Ausgabeの広告が印刷されてい
る．方言版は一回だけ出版されたと聞いているので，後に高独版を続けて
出す予定であったのか，或は，高独版と並んで方言版も再版されたのか，
いづれとも断定し難い．方言版は仮綴本 Broschiireで2馬克，表紙つき
のPappbandで2.75馬克であった．しかし伯林の警視総監はこの方言版に
1892年3月3日に発売と上演の禁止を命じている．従って私の推定では，
方言版は一回だけ出版されたものであり，そのとき高独版を最初から予定
していたという仮説が成立つのである．
高独版 DieWeberは1892年12月22日に出版された.S. Fischerから
の出版であるが，クリスマスを当てこんだことが明瞭である．そして年が
明けて1893年 1月4日高独版も禁止をくらった．高独版には血腫い言葉が
削除され，織工たちが歌う Blutgerichtの歌の一節が省略してあるが，
その他はよほど高独に近づけた言葉になっている．しかしそれと共に出身
地ごとに微妙に異る織工の科白が一様化したのはやむを得ない．また高独
訳は完全な高独標準語に訳したのでなくて，高独に近づけたと言うだけで
Schlesien方言が移しく用いられているために， LudwigLewisohnの英
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訳 (Newyork, Huebsch, 1912) すら相当に誤訳があるから，参照のときは
注意を要する．
Hauptmannは伯林の行政裁判所に告訴し， 法廷で争われることにな
ったが， 1893年2月26日OttoBrahmによって自由劇場 FreieBiihne 
において会員の前に『織エ』の初演が行なわれた．そしてこれを見物した
Andre Antoineは同年5月29日EmileZolaの臨場の下に Parisの自
由劇場 Th紬trelibreにおいて仏訳『織エ』 LesTisserandsを上演し
て大喝釆を博し，感動した看客は舞台の織工たちに声援し，更に舞台へと
び上った看客もあった． しかし仏批評界は若き Hauptmannを卒直に迎
え容れず，この戯曲を国際社会主義の表現として Zolaの小説『芽生月』
Germinalに近く，危険な作品と評価した．
法廷で激しい論争がくり返された後，上演禁止が解除されたのは同年10
月2日のことであった．解除されるや否や BrunoWilleによって Freie
Volksbiihneにおいて『織エ』の上演を見， つづいて 12月には Franz
Mehringによって FreieVolksbiihneにおいて再演されたが，一般に公
演されたのは翌1894年9月のことで，今までの監督 L'Arrongeが退職し
て，その後をついだ OttoBrahmがDeutschesTheaterで行ったので
ある．この上演が発表されると， ドイツ皇帝は解約を通知し，将校に対し
て『織エ』を見物することを厳禁した．そればかりでなく皇帝は Haupt-
mannに Schillerpreisを授与することを拒絶し， Hauptmannが最も
重要なドイツ詩人であることは知っているが，『織エ』だけは赦すことが出
来ないと言ったと伝えている．上演解除といっても DeutschesTheater 
に於いての上演禁止を解いただけで，他の都市，他の劇場においては『織
工』の上演に対して 1904年まで長期の闘争が続けられた．当時 PreuBen
の土地貴族 Junkerたちが保守反動の先頭に立って警察や検事を動かし，
Hatptmannを投獄しようと図っていたのである，しかし伯林では短日月
のうちに百回も上演され好評を以て迎えられた．
-192-
しかし Paris では ~GerhartHauptmann a tire de Geminal l'idee 
des Tisserands. ~ という意見が風評となって行きわたった． これは
Hauptmann研究家の間には無視されたが， Parisの後衛批評家たちは
Hauptmannを革命的な作家と見なして， 『織エ』を Zolaの Rougon
Maquar叢書の第13巻『芽生月』 Germinalと比較して， 織工のアイデ
ィアを Zolaの小説から引伸したのだと不利な批評をしたのだが，批評家
にとっては，それが一方ではフランス的な自尊心でもあろうが，他方では
社会秩序を守るために『芽生月』を持ち出したのであろう．ただ Emile
Zolaが Antoineの実験的演出を支持して Hauptmannに父親のような
温情を示したことから，いよいよ『芽生月』の模倣作として『織エ』を迎
えるのが常識となった．
身も凍るような冬の夜道を失職したエティエンヌ・ランティエEtienne
Lantierが腹をへらして歩いて行く．彼は理想主義者であるが，肝癖がつ
よく血を好む性格である．失職したのも工場で上役をなぐったからであっ
た．向うに灯火が見えたので近よって見るとボタ山があって，一人の老人
が激しい咳をしながら手車を押している．老人は仕事なんかないと言った
が，炭坑の入口まで行って見ると，偶然に親方マュ Maheuの組下の者
が死んだので欠員があるというのである．マユの組下には娘カトリーヌ
Katherineのほか息子三人，坑夫ルヴァーク Levaque,更にシャヴァル
Chavalが居た．
エティエンヌが下宿した家の主人は昔やはり坑夫だったが，社会主義者
だというので首になり，炭坑事務所に怨みを抱いていた．その頃から坑夫
の生活は次第に苦しくなって行った．手間賃が安いので親方マユ一家さえ
五人が働いても生計が成り立たず，借金したり，また乞食さえする始末で
あった．しかし坑夫の生活が悲惨なのは今はじまったことではなく，ただ
坑夫が詮めていただけであった．ところが事故がくり返されて，安全設備
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について坑夫と事務所との意見がくい違って来ると，事務所は坑内の支柱
を自分の費用で作ること，仕事を綿密にしないと乏しい手間賃から差引く
と脅かした．これでは坑夫側として受諾できない．
エティエンヌは坑夫たちの賛成を得て，共済組合を作るための基金を集
めだした処であった．事務所では組合が大きくならないうちに叩きつぶそ
うという肱だったのだが，坑夫側に対して強い態度を示し，坑夫側をスト
ライキに追いこんでしまう．エティエンヌはインターナショナルの労働運
動に加入して援助を待つことになる．しかし援助は乏し<'間もなく杜絶
する．一方では村の困窮は日増しに募り，衣類や家財は質入してしまい，
もはや絶体絶命に追い込まれた．エティエンヌはその頃すべての責任を負
うて森の中の坑内に身を隠していた．
或る日のことマユの長男が坑内の深いところに潜み，盗んだ品々を貯え
て食っているのを見付けたが，エティエンヌは万ーの避難所にと思って，
これを見のがしてやった．そのうち切羽つまった坑夫らは近隣の炭坑を襲
うに到り，ストライキ破りをして働いている坑夫を坑内から追い出すため
に通風管を切断し，運搬装置を破壊した．
カトリーヌと坑夫シャヴァルは先般ひそかに通じていたが，ストライキ
破りのために捕えられた．エティエンヌとシャヴァルは彼女のために恋仇
であったので，その解決が迫っている．結局シャヴァルは榔り倒されて放
免され，癌にさわったので憲兵に訴えてストライキ組を襲わせる．カトリ
ーヌは元来エティエンヌを愛していたので，危険が迫ると見るやエティエ
ンヌに身を隠すように警告する．このとき事務所側はベルギーの坑夫を雇
ってストライキ破りをさせることになり，その入坑のために兵隊が配備さ
れる． 附近に屯ろして投石をもってこれに抵抗する群衆に向って発砲さ
せ， 14名の死者を出したが，その中に親方マユの屍体があった．
すでに 2月も末になって，形勢は不安定である．事務所側は解決策をた
て，貼紙して坑夫たちを再採用する方針に出ると，窮乏した坑夫たちは続
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々とストライキをやめた．カトリーヌも飢餓に負けてそれに続き，彼女を
愛するエティエンヌも遂にストライキをやめる． しかし彼らが入坑する
と，移しい水が落ちかかって来た．それはロシャの無政府主義者が坑内の
板張りを壊して泥水が坑内へ流れこむようにしたからであった．エティエ
ンヌたちは引返すことが出来ない．彼らは暗い坑内を辿って，万ーの避難
所としておいた廃坑へ向う．エティエンヌはこの時かねてからの恋仇シャ
ヴァルを喧嘩の末に殺してしまう．こうして坑内をさまようこと 9日間に
及んだ．
救援隊によって救出された時，エティエンヌは恋人カトリーヌの屍を腕
に抱いていた．このストライキで坑夫側の損害も尽大であったが，事務所
側もその後何年たっても復旧しなかって．フランス革命暦の「芽の生える
月」を小説の題名としたのは， Zolaがこのストライキの将来を予言して
のことである．
Zolaのこの小説がドイツ文学へ衝撃を与えたことは言うまでもない．
殊に Munchenの DieGesellschaft, Berlinの VereinDurchに拠る
青年たちには刺戟が強烈であった.Hauptmannは Holz,Schlafについ
で Verein Durchに加わっており， その最初の戯曲『日の出前』 Var
Sonnenaufgangにも医学的知識や必要悪について Zola の影響を指摘し
てもよいであろう．しかし『織エ』の筋の発展，登場人物の性格，すべて
の挿話，一揆に政治的な作戦指導のないことを考えると，誰も Z。laの作
品を剰窃したと推定する者はないことは明らかである．即ちこの二つの作
品を政治的にか文芸批評的にか比較する者は， Hauptmannが『織エ』の
ために設けた historicalsettingは『芽生月』のそれとは非常に異ってい
ることに気がつくであろうが， 事実これが最も重要な点である. Kasch-
bach, Peterswaldau, Langenbielauにおいて1844年に織エたちの一揆
がどんな経過を辿ったか，その報告がこの戯曲であるとすれば，フランス
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の炭坑の事件についての ZolaのFiktionが『織エ』の基礎になったとは
到底考えられない．
仮に一歩をゆずって Hauptmannの『織エ』の原型がフランスにあり
とするならば，彼は恐らく Zolaの小説を documentationのために必要
としなかっただろう．ここに作者不明の短篇小説Souffranceset Progrts 
があり， LeMagasin pittoresque (XI, 1843) に発表されたものだという．
小説の形式をとってはいるが，浪漫的伝統の一作品として雑誌に載ったの
でなく，一つの社会問題として提示されたのであって，産業革命と生活難
からフランスの織工組合が一揆を起したという報告である．この報告の決
定的瞬間は飢餓にせまった織エが新しい機械を破壊した時である．自動紡
織機が織エからパンを奪ったからであった．
10年前には Lyonに織工の大規模な暴動があり， Souffrancesに扱わ
れている Rennes村の一揆までには紡績の機械化は同日の比でない．
Rennesの一揆は産業革命の重圧のもとに勃発したのであって，紡績機械
の導入 (1万台にのぽる設置）， 外国製品との競争，手織工の抵抗が三巴に
なって一揆の中に渦巻いている. Schlesienと同じく Rennesでも飢餓
の反抗でしかなく，政治的な性質のものでなかった．従ってHauptmann
がdocumentationを1840年代のフランスの織工に求めたとすれば，これ
は彼の『織エ』と大同小異であったろうと思う．そこで彼の戯曲はフラン
スの短篇と不可避的に共通点をもつであろう．勿論フランスの短篇は単な
るスケッチである. Hauptmannの不滅の戯曲と比較するのも許されな
いかも知れない．因みに Sou/ranees は匿名で発表されたが， Magasin
Pittoresqueの創立者 EdouardChartonと親交のあった人民党員 Emile
Souvestreが作者だと推定されている．
Souffrance と DeWaberの近似は環境の区分が一致していることで
ある． まづ事件は衣食に窮迫した織工の家で起きており， 『織エ』の第二
幕 Ansorgeの倒壊に瀕した破屋， 窮屈な狭い室， 壊れた小さい窓，ボ
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ロ服が乾してあるという光景・・ In einem engen, von der sehr 
schadhaften Diele bis zur schwarz verraucherten Balkendecke 
nicht sechs FuB hohen Raum,・・・Ein Theil der rechten Wand, mit 
Ofen und Ofenbank, Bettstelle und mehreren grell getuschten 
Heiligenbildern steht auch noch im Licht.-Auf der Ofenstange 
hangen Lumpen zum trocknen, hinter dem Ofen ist altes, werth-
loses Geriimpel angehauft. Auf der Ofenbank stehen einige alte 
Topfe und Kochger註the,Kartoffenschalen sind zum dorren auf 
Papier gelegt・・・（方言版によるも卜書は高独である）
Souffranceの冒頭，織工の家の描写：
C'etait un amas de maisons malsaines, baties d'hier et deja en 
ruines・・・les murs se fendaient au soleil et fondaient a la pluie 
・・・Le soir venu, la famille rentrait en masse dans le taudis humide, 
compose souvent d'une seule piece, OU tous couchaient pele•mele 
・! ~a et la des haillons pendus aux etroites fenetres. 
織工の悲嘆，それは『織エ』に再認識される．
Et le pain! le pain ne tombe pas! Au contraire il augumente 
a mesure que la paie diminue. Comment nourrir une femme et 
des enfans par le temps qui court ? 
更に舞台を工場主の家に移すならば， フランスの Jaquinet, ドイツの
DreiBigerの家族は悪趣味の贅沢な生活をしている．銀の皿から食べ，閑
暇を美術いぢりに過ごすのである．ごてごてと装飾された Jaquinetの寝
室， DreiBigerの凝った書斎は共に織工たちから呪われた社会の象徴であ
る．ここで労資双方が出会うのである．支配のデスクを挟んで両者が出会
ぃ，もはや忍耐の限度に来た織エたちが哀訴し，強請する．これが第二の
環境として共通である．第三の環境は Sou/raneesでは村の広場，戯曲
では第三幕の居酒屋であって，そこで各人は苦情を吐露する．このように
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環境が同じように区分され，選択されていることに注意を要する．
登場人物の性格も相当よく似通っている．赤貧洗うが如き織エとその痩
せ衰えた妻，飢えた子供たち．身なりよく取り澄ました工場主と鱈腹たベ
贅沢三昧の家族．また個々の人物が二重に現われているのは，双方とも社
会的・産業的条件が互に似ていることに基づくものである． 例えば， Ja-
quinet夫人も DreiBiger夫人も結婚によって今の生活環境を得たのであ
る． 工場主は成功したので独善的であり， 織工を非難し， その飲酒癖を
責める． 低い賃銀を値切るのには無神経の出納係を代弁者にしている．
織工のうち S()ufJrancesではベルギー人 Ravageot,戯曲『織エ』では
Moritz Jager Cもと麟兵） は何れも他郷を旅行して社会の不平等を意識
するに到ったので，その間の事情が似ている．この二人はそれぞれ織工た
ちの憎しみを煽るのであるが，織工のうちには一揆を欲しない者がある．
Sou/ f raneesでは Landry老人，戯曲では Hilse老人どちらも敬虔な心
をもち，本能的にこの世の無価値を感じて諦念の心境である．
Souf rancesは出来事を epischに扱い，場面の連続の中に筋を展開さ
せている．戯曲とくらべて、内容も構成も非常によく似ている．冒頭におい
て我々が知らされることは，紡績機械が据付けられて以来，製品が安価に
なり， 賃銀が低くなったために， 織工の生活難が始まったことである．
織工の無知と無関心， 工場主の没義道ぶりで Exposition が終る．次に
Ravageotは集合所で織工たちに向って熱弁をふるう．織エたちは異口同
音に答える：
~Oui, oui, faisons-leur la loi!► 
こんな場合，穏健な説は群衆を抑えつけることが出来ない．そこで代表が
工場主のもとへ掛合いに押しかける．戯曲の第三幕の終の如くである．そ
の次は Souffrances は織工の家庭を示すが，戯曲ではすでに第二幕で紹
介ずみである．最後に織工たちが押掛けてくる. Jaquinetは市民兵を呼
びに織工長を走らす． 彼は織工の要求をはねつけ， 昼食のために帰宅す
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る．織工たちが妨害するのは，戯曲において DreiBigerの Whistのゲ
ームを織工たちが邪魔する（第四幕） と軌をーにする．最後において Ra-
vageot派は穏健な少数派を制して， 調停せんとする者を押しのけ工場主
の家を破壊する. Jacquinetが逃げ去り， 市民兵が駈付けたが，遅すぎ
る．市民兵が秩序回復に当っているとき， 流弾が Landryを傷つける．
戯曲は血腫い戦闘を舞台裏で展開し， 流弾が Hilse老人を殺す. Sou/-
/raneesでは擾乱の主謀者が牢に入り， 残りの織工たちは職場に戻り，
平和な日を迎える． 一方では Jacquinetが急死し，その妻が事業を整理
する． 織工たちは利益の公正な分け前を受ける．女性が事業に参加する
と， それが産業革命の病根に対する万能薬であるかのように思われる．
Hauptmannは一揆の結末を舞台の上で明示しないで probabilityの限
界内で止めている．
次に科白の類似を捜して見よう．まづ一揆の声明を比較すると：（戯曲
は第四幕の終）
Les Tisserands: Nous n'en voulons qu'aux machines; qu'on 
ne nous force pas de faire la guerre aux gens. 
Backer: Vu hie aus gih m'er no d'r Biele niber, zu Dittriche, 
dar de di mechansche W ebstihle hoot, das ganze Aelende kimmt 
vo Fabrika. (高独版 Vonhier aus geh mer nach Bilau nieder, zu 
Dittrichen, der de machan'schen Webstihle hat. Das ganze Elend 
kommt von a Fabriken.) 
Landry老人も Hilse老人もそれぞれ信念かた<,Ravageotや Jager
に脅されても暴動に加わることを拒む： （戯曲は第五幕の終）
Landry : J e dirai toujours que Ies machines en elles-memes 
sont bonnes, que la propriete d'autrui est sacr'ee et qu'on n'y 
saurait attenter sans peche… 
Ravageot : ・ Veux-tu ou non etre des notres? 
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Landry : Non; je ne veux pas m'enroler marmi les briseurs de 
machines! 
Ravageot: Qui n'est pas avec nous est contre nous! Et le 
cercle se serra menar;ant autour de Landry, les uns Iui montrant 
le poing, les autres brandissant leurs batons. 
Der alte Hilse : Das d'rsch alle wiBt : Iich und Iihr, nur han 
nischt ni gemeen. Miit menn Willa seit'r nee hie. Iihr hat hie 
no Recht und Gerechtichkeet nischt ni zu sicha. 
Stimme : War ni miit ins is, dar is wider ins. 
Jager : ・ ・ SaDu no ee W oort. Do setzt's a Ding nei -mitta 
ei's Zifferblat. 
工場主の意見は仏独が平行している：
Jaquinet: …V ous pretendez que les int碑 tsde l'ouvrier sont 
sacrifies a ceux du fabricant. Si ce ne sont pas vos expressions, 
c'est le fond de votre pensもe. Eh bien ! vous allez voir meprise 
et la toucher au doigt・ tous les profits sont pour vous, tous les 
risques sont pour nous. Vos capitaux ne craignent ni les・incen-
dies, ni les failites, ni les non-valeurs, tandis que les notres sont 
exposes a mille chances desastreuses. L'industrie est une loterie 
ou le fabricant hasarde le tut pour le tout ; ily joue sa fortune, 
son honneur, tandis pue l'ouvrier・・ 
Dreil3iger : ・ ・ der Fabrikant wird immer geprtigelt : das is'n 
Mensch ohne Herz,'n Stein・・・Der lebt herrlich und in Freuden 
und gibt den armen Webern Hungerlohne -DaB so'n Mann auch 
Sorgen hat und schlaflose Nachte, daB er sein groBes Risiko lauft, 
wovon der Arbeiter sich nichts traumen laBt,-・・daB er hunderterlei 
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bedenken und iiberlegen muB und immerfort sozusagen auf Tod 
und Leben kampft und concurriert, daB kein Tag vergeht ohne 
Arger und Verlust : dariiber schweigt des Sangers Hoflichkeit. 
『織エ』の工場主は方言を話さない．上記の意見は第一幕の終にある．
最後に牢獄へ投ずと脅しても織工の感情が揺らぐことは決してない．
Ravageot: Ma foi, je ne plains d'~tre en prison; il y a son 
pain cuit. 
Un tisserand: Oui, entre ces quatre murs-la on n'est pas force 
de coucher ses enfants en plein jour, comme je l'ai fait tout-a-
l'heure, pour ne pas les entendre crier de faim. 
Backer : Das war mir schunn lange recht. Do kriicht ma wenst 
sat Bruut, Vater Hilse. 
Der alte Baumert : .B且ckerhoot recht, nimm't a Ende ei 
k蒻 taund Stricka : -Eim Zuchthause is immer no besser wie 
drheeme. Do is ma versurcht ; do brauch ma ni darba. 
(Backer : Das ware mir schonn lange recht. Da kriegt ma 
wenigstens satt Brot, Vater Hilse ! 
Der alte Baumert : … Backer hat recht, nimmt's a Ende in 
Ketten und Stricken : im Zuchthause is immer noch besser wie 
derheeme. Da is ma versorgt ; da braucht ma nich darben.) 
これらの科白の近似は状況が近似していることを示すのであって，模倣し
たとか影響したとかと考えるべきでない．そのような近似は『芽生月』が
『織エ』へ影響したと匪いる一部の説よりも実証的に納得できるものであ
ろう．フランスの匿名の作者とドイツの偉大な劇作家が同じ題材を扱って
殆ど同じと言いたいほど酷似した内容と構成を創作したことは，今日の労
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働争議が全く同一のpatternで経過するという事実と何処か似ていないだ
ろうかと言いたい．
Hauptmannの「織エ』について述べよう．
第一幕が直ぐに事件の真只中へ導き入れる．織工や女子供が蒸し暑い 5
月の或る日 Peterswaldauの工場主 DreiBigerの帳場に集まっている．
虐げられた人々で，腰が曲がり，栄養不良で，蒼ざめ，憔枠している．今
日は漸く織りあげた品を収め賃銀を貰うために来たのだ．支配人が織物の
アラを捜し手間賃を引下げ，出納掛に支払を命じ，一切の訴えに耳を籍さ
ない.Backerは若くて強い織工，屈辱に抵抗するので，支配人は工場主
DreiBigerを呼んでくる．工場主と Backerとの対決，その結果 Backer
は解雇される．織工たちの憤憑は募るばかり．少年が卒倒する．飢餓のた
めと判り，怒りは愈々募る．工場主は弁解し，経済事情のため己むなく事
ここに到ったと説く．織工は手間賃を値上げしてくれないと餓死すると訴
えるが，工場主は却って手間賃を引き下げると暗示し，苦情は支配人に掛
合うようと言って，直接に織エと交渉するこへを拒む．
第二幕は Eulengebirgeの山村 Kashbachの借家人Ansorgeの方の
ー室に展開する．その汚い部屋には Baumert老人一家が住んでいる．老
衰した妻， 娘 Emma(22オ）のほか白痴の息子，娘， Emmaの私生児
(4オ）の 6人． みな老人が手間賃をもらって帰るのを待っている．夕方
になり， Ansorgeが顔を出したので，老婆は灯火をつけてくれと頼むが，
Ansorgeは倹約のために拒む．織エHeinrichの妻がガラスを踏み抜いて
登場，娘がその手当をしてやる．その間に妻は恐ろしい困窮状態を歎＜．
良人は痙挙のため臥床，食うものなく，子供9人あり，絶望だと泣く．待
ちに待った Baumer老人が帰ってくる．予備になった MoritzJagerを
つれて居る． 軽騎兵の軍帽を斜にかぶった屈意な青年．銀時計をもち 10
Thalerの現金をもっているので殿様のように羨ましがられる．娘は老父
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の持ち帰った食物と犬の肉を鍋に入れる．数週間前に迷いこんだ犬を屠殺
して得た犬の肉である.Ansorgeも顔を出し， Jagerが持っていた酒を
飲んで，一座は興奮する．政府は織工の困窮を見殺しにしている，工場主
は贅沢するために織工を圧迫すると人々は語り合う.Jagerは他からの援
助を当てにせず自分で窮境を打開せねばならぬと説き，今評判の Weber-
1iedを歌って聞かせる． その歌は福音書のように思われる． 緊張は高ま
り，爆発は遠からずと感じられる．
第三幕は Peterswaldauの居酒屋．指物師 Wiegandは亭主 Welzel,
妻，娘，伯林からの旅人と語り合っている．屑屋 Hornig,そのあと An-
sorgeとBaumert老人が加わる。屑屋と指物師がお互に冷やかし，旅人
は娘をからかっている．若い農夫，山番，織エ数人が入って来て，部屋一
杯の人になる．鍛治屋 Wittigが騒がしく入って来て，工場主と織エとの
葛藤が尖鋭化した話題を持ち出し， 興奮が昂ったところへ憲兵 Kutsche
が入って来て，人々を宥める．間もなく鍛冶屋と憲兵の間に口論が激化す
る．織工たちが Weberliedを歌うと憲兵はこれを止める．しかし憲兵が
去ると，亭主がいくら止めても，皆は恐るべき歌を朗々と歌う．
第四幕は工場主DreiBigerの豪奢な部屋．牧師夫妻と家庭教師が訪ねて
来ている．教師は織工の貧困に理解をもって同情するが，牧師と工場主は
これに不賛成．そこへ Weberliedの合唱が聞えてくる．主謀者の Jager
が捕えられ，憲兵がこれを引立てて来る.Jagerは落ちつき払って牧師に
答え，外では激昂した織エが Jagerの釈放を求めて騒ぐ. Jagerが手を
縛られて憲兵や署長に引張って行かれると，激昂した群衆はこれに榔りか
かり，憲兵と署長は這々の体で逃げ去る．群衆は工場主の家に押しかけ，
宥めようとする牧師を押しのけ，憎みても余りある支配人を捜し求める．
工場主は家族と共に裏門から逃げ出す．群衆は家の中を荒し廻わる．そし
て隣村LangenbielauのDietrichの工場へ向って走る．そこの紡績機械
を壊すために！
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第五幕は Hilse老人の家． 老人は片腕がない．敬虔な老兵， 耳の遠い
妻，息子とその妻，朝のお祈りをしている．屑屋が暴動の知らせを伝えに
来る．近隣の人々それを聞いて，待ちに待った日が来たことを喜ぶ．外科
医がとび込んで来て，暴動が Langenbielauへ波及したと伝えた． 息子
夫婦はあたりの空気に興奮して， Hilse老人が止めるのも聞かず，妻が良
人を唆かして暴徒の仲間入りをする. Weberliedを歌う何百人の声が聞
えてくる.Hilse老人の部屋にも Baumert老人， Backer,Jagerが誘
いに来る.Hilse老人はどんなに勤められても暴動はいけないと言って味
方しない．軍隊が近づき，血みどろの闘いが行なわれる.Hilse老人は神
を念じつつ窓ぎわの織機に坐る．流弾がとんで来て老人を倒す．
かくて第一幕は暴動の発端，第二幕は人心激昂，第三幕は暴動の爆発，
第四幕は最高潮，第五幕は老人の急死によって暴動鎮圧の間接描写で終る
が，この戯曲は主人公を持っていない．主人公は織工である，しかも戯曲
の題名が示す如く複数の dieWeber, 方言で言えば deWaberである．
大勢の織工である．織工組合を組織して資本家と団交する織工ではなくて，
未組織の織工である． 主人公は dasVolkだと言った批評家もいるが，
それは当らない．むしろ「飢餓」が主人公だと言った方が悲愴感を漂わせ
ていた適当のような気もする．然らば「飢えたる織工たち」と言ったなら
ばよいのかも知れない．つまりこの戯曲は sozialではあるが， sozialis-
tischではないと私は言いたい．この作品が発表された1892年ごろは傾向
劇と誹謗され，検閲からは Umsturzdramaと宣告されたものであった．
しかし乍ら Hauptmannはこの作品を父への鎮魂歌として書いたもので
あって，それは「わが父にこの戯曲を捧ぐ」と記し，どういう感情でこの
作品を物したかを説明している短い文によって見れば明らかである．祖父
さんも若い時は貧しい織工であったと父から聞いて関心を寄せたのであっ
た．従って同じように恵まれなかった農民はこの戯曲に登場していない．
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せいぜい第三幕において居酒屋の客として若い農夫が一人だけ登場する
が，指物師 Wiegand,屑屋 Hornig,鍛冶屋 Wittigのように名前がつ
い居らず，また科白もない．農民はこの戯曲においては利益代表を出して
居らず， ideologischにこの一揆に参加していないのである．このことは
Hauptmannが意識せる Proletariatとしての織工を登場させていない
という証拠になると思う．従ってこの戯曲には織エとしての共同団体が役
割を演じているのであって， この団体に対抗するのが工場主 DreiBiger
（実名 Zwanziger)であるというに過ぎない．
工場主側の人物は甚だしく歪められている.DreiBigerは成上り者で，
高い Ethosがなく，社会的理解に乏しく，人に対して暖い同情心がない．
冷酷で情容赦をせず，貪欲で，享楽ずきである．織工を自分の思うままの
道具と見て，工場経営のための肥料と考えている．彼の考えでは織工はい
つ何時でも安価に手に入るものであるから，彼は一人一人の織工の家庭事
情や運命など少しも興味がない．織工は利用し尽されて捨てられるために
創造されたものと思うので，織エが反抗することは思いもよらず，それは
天性に背き，法律に違反する行為と解釈している．支配人Pfeiferは自分
自身が織工であったことを忘れ，織工に支給された糸が粗悪で，それから
では立派な織物が得られないとは知っておりながら，織エが持って来た出
来上りの品について些細なことまで咎めだてをする．織工たちに最も憎ま
れ，暴動のとき身に危険がふりかかって来ると彼は狼狽の極とり乱す．出
納係 Neumannと見習は支配人の命令で動く人物であり，染色エと取者
Johannは科白のない人物だが，これらは工場主の従者であり，取るに足
らぬ．牧師夫妻は新しい時代精神に対して理解がない．聖書の言葉を一面
的に解釈し，誡めは貧者のためにあって，富者には誡めが必要でない．署
長は政府が織工の困窮に対して無為無策で手を棋いているので，人民を抑
えることに専念する．憲兵 Kutscheは服務熱心な男であるが，ひどく臆
病者である．
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これに対して織工側は多種多様な人物が居る.Hilse老人は運命を天の
試煉として負う好人物である．片腕のない老兵，子供のように無邪気に運
命を信じ， 織工の一揆を神の摂理に反するものと思いこんでいる. Bau-
mert老人も Hilse老人と同じく誠実な性格，しかし闊直な一面があり，
困窮の極もはや堪えられなくなると， Weberliedを聞くに及んで起ち上
った．平素は正直で平和的であるだけに，怒って起ち上ると最も勇敢であ
る．彼は Notkennt kein Gebot, を鉄則として確信している．
一揆を指導する：役割が自然と身にふりかかって来たのは MoritzJager 
とBackerである．前者 Jagerは子供の頃は手のつけられない乱暴での
らくら者であったが，軍隊に入ってから軍務に精励し予備役として除隊し
た男．軍隊生活のうちに 10Thalerを残し，銀時計をぶらさげて故郷へ
錦を飾ったのである．故郷を離れて世間を見て来たので，故郷の織工の悲
惨な生活を見，贅沢な工場主の冷酷な仕打を聞くにつけ，反抗心が燃え上
った．帰郷の途中 Weberliedを知り，織工たちにこれを広めた．彼は飢
餓を知らないのだが，織エとしての共同団体感情から一揆に際し敢然とし
て起ち上った．
Backerは第一幕に登場する屈寛な織工で，傍若無人に振舞い，工場主
を呼び出して喰ってかかる. Weberliedを歌って既に工場主の怒りを買
っている Backerは，工場主の冷酷さを面罵して退場を命ぜられる．第三
幕では Jagerと腕を組んで多くの若い織工を引連れ居酒屋へ入って来る．
Backerは上膊に刺青をしている．彼は第四幕には工場主の家に暴れこ
み，更に織エたちを指揮して BielauヘDietrichの工場を襲撃する．第
五幕には Hilse老人の家に立寄り息子Gottliebを勧誘する．血の気の多
い猪武者である．悲惨な貧窮の中に自分の体力をすり減らして行くのが堪
えられず，一揆に踏み切る原動力として織工たちを引張って行ったのは
Backerである．
その他は最後の瞬間において一揆に参加した織工である. Ansorgeは
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一部屋を親しい Baumert一家に貸している老人だが，おとなしい性質の
巨漢，第三幕で Baumert老人に連れられて居酒屋へ来て，どんなに働い
ても貧困から脱することが出来ないと確信し，絶望のあまり一揆に加わっ
た.Gottlied Hilseは Hilse老人の息子，父親に似ておとなしい性質で
あるが，妻 Luiseに引きずられて一揆に加わった． 織工側について働い
たものの中では屑買いの Hornigが目立った存在である．人情味のある分
別男であるが，貧困の中に生き抜いて来ているので，織工の立場をよく理
解し，暴動に加わった者である．鍛冶屋 Wittigは熱血的な革命児である．
無言のうちに貧乏を堪えて来て，今や時到ると勇躍して一揆の側に味方し
たのである．
織工の悲惨な生活は戯曲に登場する織工の妻の Gestaltenに具体化さ
れている．妻と子に Hauptmannは貧困の現象をとらえようと企図した
かと思われる．最も憔枠し絶望しているのは FrauHeinrichで，硝子を
踏みぬいて Baumertの部屋へ入って来る．子供が餓死しそうだと涙なが
らに声を抑えて泣くが，遂に声をあげて訴える．亭主は先週また卒倒して
働けない. 9人の子をかかえて.1人で働いても養えるものでない．ほんの
一握りパン粉を下さらんかと Baumert婆さんに頼むが，婆さんも何一つ
持っていない．豚の餌でもないだろうか，空手では家へ帰れないと，よろ
めきながら退場する．婆さんが，馬鹿な真似するなよと後から呼びかけ
る．その Baumert婆さんもこれに劣らず憐憫に値する．顔は骸骨のよう
に痩せ衰え，徽だらけの皮膚には血の気がない．眼は落ちくぽみ炎症を起
るいれき
して赤くただれ，頚に痕痙があって筋立っている．胸は落込み見るかげも
ない．息子 (20オ）は白痴，娘Emma(22オ）は私生児 (4オ）を抱えて一
緒に住んでいる．織工 Fingerを同居させたら，彼は Emmaを女房にす
ると言い子供を作ってから胸を病んで死んだのであった.Hilse老人の家
では，老妻は盲目で殆ど蒻である， すっかり老衰して弱りこんでいて，
Hilse老人が流弾に倒れても判らず，死人に呼びかけ「何とか返事をして
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おくれ」という哀さ． 息子の妻 Luiseはもとは敬虔で忍従の徳をそなえ
た可憐の女性であるが，いよいよ一揆の織工たちが Bielauの工場へ押し
かけるべく Hilse老人の家に立寄ると，決然として一挽に加担する．そし
て躁躇する良人を励まし， Hilse老人が止めるのも聞かずにとび出して行
くほど興奮している．
最後に哀れを誘う子役は Hauptmannも適度に登場させている．第一
幕では工場主のところへ織った布を届けに来た GustavHeinrich (8オ）
が事務所で卒倒し，集まっていた織工たちが騒ぐ．（この子の母親は第二幕に
登場） 工場主が居合わせ，子供を部屋へ運ばせる．工場主が尋ねると，子
供は弱々しい声で，，Michh・・・hingert !"と言う．工場主はギョッとして
顔色が蒼ざめるが，，Manversteht ihn nicht."と誤間化してしまう．第
一幕でこの子役で看客の心を惹きつけた如く，第五幕の幕切れにHilse老
人の孫 Milchenに次の科白を言わせて舞台効果を収めている．祖父の死
を知らずに，戸外の様子を知らせに来たのだが，近よってハッと気づく．
Milchen : GruuBvaterla, GruuBvaterla, se treiba de Suldata zum 
Durfe naus, se han Dittricha's Haus gestermt, se macha's a su, 
als wie diiba bei DreiBigern. Gru遥vaterla!?(Das Kind erschrickt, 
wird aufmerksam, steckt den Finger in den Mund und trit vorsi-
chtig dem Todten nahe:r:.) Gru遥vaterla!? 
一終ー＿
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Memoralien zum Hauptmannschen 
Drama De Waber 
Kakuji Watanabe 
Der vorliegende Aufsatz bezweckt keine vergleichende Unter-
suchung, sondern einen positivistischen Beweis aller Verdachti-
gung, daB das Drama De Waber des jungen Dichters aus 
Schlesien eine franzosische Quelle habe. Emile Zolas hoher Besuch 
des Th翁trelibre (Paris) bei der Urauffiihrung des Dramas Les 
Tisserands war die Ursache allen Verdachts : Un enfant perdu 
de la jeune Allemagne a tire de Germinal l'idee des Tisserands. 
Diese unbegriindete Verleumdung war auf Amour propre der 
franzosischen Kritiker zuriickzufiihren, aber jeder Hauptmann-
forscher wollte sich daraus nichts machen. Inhaltlich aber dtirfte 
dem Drama ein anonymer Conte Sou/ ranees et Progres vielmehr 
gegentiberzustellen sein. Trotzalledem ist das Drama De Waber 
wohl ein Sozialsttick, aber kein sozialistisches wie die beiden 
franzosischen Prosastiicke. Das ist meine Ansicht, die ich nun 
im Aufsatz auBern wollte. 
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